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漸
落
金
権

ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
學
　
　
　
　
　
　
　
稻
富
榮
次
郎
著

　
周
知
の
如
く
ス
ピ
ノ
ザ
哲
理
に
於
て
は
絶
封
無
限
の
實
艦
郎
ち

憩
が
最
高
唯
一
の
實
在
で
あ
り
、
こ
の
憩
ε
我
－
こ
の
合
一
即
も
解

脱
を
求
め
る
こ
ε
が
、
そ
の
哲
禦
研
究
の
根
本
動
機
で
あ
る
。
然

る
に
ス
ピ
ノ
ザ
に
よ
れ
ば
紳
・
こ
の
合
一
は
只
憩
を
十
全
に
認
識
す

る
こ
「
こ
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
さ
れ
ば
絶
全
町
隈
の
紳
を

相
封
有
隈
の
入
が
如
何
に
し
て
認
識
せ
ら
る
、
か
ε
い
ふ
事
が
ス

ピ
ノ
ザ
哲
墨
の
中
心
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
紳
の
全

實
在
が
何
受
像
す
所
な
く
、
有
隈
な
る
人
間
の
意
識
内
に
搬
取
せ

ら
れ
る
だ
ら
う
か
。
少
し
で
も
紳
の
實
在
姓
が
不
可
知
的
な
物
ε

し
て
意
識
の
外
に
残
留
す
る
な
ら
ば
、
も
早
や
十
全
な
る
認
識
で

は
な
い
。
故
に
蝋
慮
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
哲
學
の
求
む
る
所
は
無
意
味

な
る
左
回
に
終
る
も
の
為
や
う
に
思
は
れ
る
の
で
、
カ
ン
ト
以
後

の
立
場
よ
り
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
を
徳
望
論
の
最
も
完
全
な
る
實
例
を

畿
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
本
書
の
著
者
は
東
北
帝
大
を
卒
業
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
哲
學
の
研
究

に
浸
下
せ
ら
れ
る
若
い
篤
學
者
で
あ
る
。
ス
．
ヒ
ノ
ヅ
哲
墨
に
於
け

る
瀞
の
十
全
な
る
認
識
が
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
ろ
か
を
閑
明
せ

　
　
　
　
　
新
刊
　
紹
　
介

ん
が
爲
に
、
ま
つ
憩
の
属
性
の
意
味
を
明
か
に
し
、
無
限
の
属
性

中
に
於
て
思
惟
の
有
す
る
特
異
な
る
地
位
を
確
め
、
知
る
ε
は
思

惟
が
思
惟
自
ら
を
自
重
す
る
こ
ε
で
あ
る
、
こ
論
定
し
、
更
に
實
膿

の
不
可
分
．
性
か
ら
演
繹
し
て
、
實
購
一
こ
は
要
す
ハ
に
萬
有
日
貫
の

合
法
賦
性
邸
ち
虞
理
其
物
に
外
な
ら
ぬ
こ
ミ
を
詮
き
、
ス
ピ
ノ
ザ

の
所
謂
歩
行
論
の
根
栂
に
は
合
法
則
性
の
自
同
性
が
豫
想
さ
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
ミ
に
及
ぼ
し
、
紳
が
自
ら
を
具
現
す
る
道
は
有
限
な

る
所
與
的
限
定
を
麺
じ
て
無
限
の
實
艦
を
表
徴
す
る
事
以
外
に
は

考
へ
・
ら
れ
ぬ
櫓
こ
噺
じ
、
こ
れ
を
レ
ヴ
エ
ー
ク
の
紐
叩
に
よ
り
ク
ワ
テ

ヌ
ス
農
デ
ウ
ス
ミ
名
づ
け
，
然
も
入
に
ミ
つ
て
神
を
具
現
す
べ
き

ク
ワ
テ
ヌ
ス
は
人
間
精
沸
中
で
優
れ
た
部
分
た
る
悟
性
あ
る
の
み

で
あ
る
か
ら
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
認
識
論
は
つ
ゴ
ま
る
吊
こ
こ
ろ
悟
性
論

－
こ
な
り
、
悟
性
の
改
良
（
合
馬
ン
ダ
チ
ォ
）
が
當
面
の
問
題
ミ
な

る
。
か
く
て
最
後
に
認
識
の
三
段
階
を
蓮
べ
、
そ
の
最
高
段
階
た

る
直
概
知
ミ
は
知
る
者
が
虚
な
る
立
場
に
あ
り
て
超
越
の
極
限
ミ

内
在
の
極
限
・
こ
の
合
致
織
に
個
物
を
映
す
る
こ
ご
で
あ
る
・
こ
論
定

し
、
こ
の
世
界
こ
そ
憩
の
知
的
愛
に
よ
り
て
人
間
－
こ
瀞
「
こ
が
渾
然

融
合
す
る
紳
我
一
如
の
法
焼
均
で
あ
る
ミ
三
論
し
た
の
が
本
書
構

成
の
大
要
で
あ
る
。

　
ス
ピ
ノ
ザ
哲
學
危
疑
の
研
究
、
こ
し
て
は
尚
不
足
の
部
分
も
あ
ら

う
。
例
へ
ば
無
限
な
る
翻
転
叉
は
熱
性
か
ら
、
如
何
に
し
て
有
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五

軸
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哲
墨
・
研
究
　
　
麓
剛
百
山
ハ
十
九
號

な
る
個
物
が
生
す
る
か
の
如
き
問
題
は
本
書
に
於
て
解
明
し
て
な

い
や
う
で
あ
る
が
、
本
書
當
分
の
目
的
た
る
諸
首
題
に
就
い
て
は

著
者
の
主
観
が
階
ε
し
て
挿
入
さ
れ
，
ス
ピ
ノ
ザ
か
ら
若
干
離
れ

て
、
や
Σ
自
由
に
解
糧
し
て
あ
る
か
の
如
く
感
ぜ
ら
れ
る
や
う
な

場
合
も
あ
る
け
れ
ウ
こ
も
、
廣
く
諸
文
献
を
渉
獄
し
、
彼
此
校
較
し

て
是
非
を
分
ち
、
卒
明
流
暢
な
文
章
を
以
て
、
繁
に
失
せ
す
、
簡

に
流
れ
す
、
著
者
の
沈
潜
思
索
し
た
結
果
を
披
潅
し
て
あ
る
　
ス

ピ
ノ
ザ
に
關
す
る
邦
文
著
蓮
の
少
い
我
が
哲
喜
界
に
取
っ
て
漱
迎

さ
る
べ
き
好
著
作
で
あ
ら
う
ぐ
」
信
ず
る
。
（
高
橋
紹
介
、
理
想
祉
出

版
部
刊
行
、
菊
版
ニ
ニ
ニ
頁
、
定
償
一
圓
九
十
銭
）

ゲ
イ
ル
タ
イ
論
文
集

栗
林
　
茂
諜

　
本
書
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
著
作
「
へ
ー
グ
ル
青
年
時
代
史
」
の
第
一

章
「
最
初
の
開
展
ε
紳
學
研
究
」
－
こ
，
一
九
＝
年
五
月
の
雑
誌
ド

イ
ヅ
チ
エ
獅
ル
ン
ト
シ
ヤ
ゥ
に
載
っ
た
＝
ー
ブ
ー
ル
の
歴
史
的

世
界
槻
の
起
源
L
、
こ
、
一
八
八
六
年
八
月
の
講
演
「
詩
的
想
像
カ

ミ
狂
氣
の
三
篇
を
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
豊
富
な
歴
史
的
形
態
に

饗
す
る
非
常
に
鋭
敏
な
感
壁
を
持
っ
て
居
り
，
精
紳
の
種
々
の
領

・
域
に
於
て
嘗
て
生
き
て
み
た
種
々
の
時
代
の
生
命
を
源
泉
か
ら
再

び
現
在
化
し
、
新
た
に
生
か
す
こ
・
、
）
が
禺
來
た
」
ε
評
さ
れ
る
デ

4
ル
タ
イ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
蝦
後
の
最
大
な
る
精
紳
史
家
た
る
デ
ィ
ル

タ
イ
の
歴
史
家
ε
し
て
の
一
画
は
前
の
二
篇
に
よ
っ
て
窺
は
れ
彼

九
ノ、

れ
の
賭
碁
論
の
一
斑
を
後
篇
に
よ
っ
て
窺
は
れ
う
る
で
あ
ら
う
。

解
文
は
李
明
で
あ
．
り
、
固
有
名
－
詞
そ
の
言
外
國
語
の
襲
育
の
表
記

は
、
五
寸
る
だ
け
．
原
語
に
近
い
や
う
に
苦
心
し
て
あ
る
。
（
丸
善
株

式
會
肚
襲
行
、
菊
版
一
一
八
頁
、
簾
戸
一
圓
三
十
銭
）

寄
贈
圖
三

哲
學
ご
は
何
か

哲

學

ゲ
イ
ル
タ
イ
・
フ
ソ
セ
ア
ー
ル
・
シ
エ
τ
ラ
ー
著

戸
田
三
耶
。
坂
厨
徳
男
・
三
木
浩
共
課
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